
質　問　者

質問補助者

質問日

発言の種別

項　　　　目

1 大阪・関西万博

(1)万博を契機とした
イノベーション創出

吉村知事

(2)再生医療等製品の
グローバル展開

馬場商工労働部長

(3)カーボンニュート
ラル技術のビジネス化

馬場商工労働部長

(4)クリエイティブ
産業の振興

馬場商工労働部長

(5)外国人材の受入 馬場商工労働部長

(6)Ｂｅｙｏｎｄ 
ＥＸＰＯ ２０２５

松井政策企画部長

松井政策企画部長

(7)大阪・関西万博の
総括

清水万博推進局理事

(8)万博後の職員配置
等

市道総務部長

２ 安全・安心の
まちづくり

(1)災害時情報共有
システム

𠮷田福祉部長

・ これまでの広域連携を万博開催を契機に、さらに推
進していくべき。また、広域的な連携により、万博で披
露された最先端技術の社会実装を進めていくべきと考え
るが、所見を問う。

・ 万博期間中の成果と、万博で生まれた海外のビジネ
スミッション団との連携を、今後どのように強化してい
くかを問う。

・ 海外に直接アピールする取組をさらに強化するとと
もに、外国人材の受入れを促進するため、採用から育
成・定着まで切れ目ないキャリアサポート体制を構築し
ていくことが必要と考えるが、所見を問う。

・ 府内企業が最新のカーボンニュートラル技術を活用
してビジネス展開を図るには、協業の促進を含めた支援
を行うべきと考えるが、所見を問う。

・ 万博開催都市としても総括を行うべきと考えるが、
所見を問う。

・ 「災害時情報共有システム」を実効性のあるものと
して運用していくため、今後、どのように取り組むかを
問う。

・ クリエイティブ産業の振興に向けた取組を問う。

① Well-Being先進都市とはどのようなまちかを問う。

② Well-Being先進都市の実現に向けては、指標設定を
構築することが重要と考えるが、所見を問う。

・ 万博閉幕後、重点的に進めていくべき施策を実行す
るための組織体制について、所見を問う。
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(2)避難所環境の改善 奥平危機管理監

(3)感震ブレーカー 奥平危機管理監

(4)流域下水道管路の
全国特別重点調査

美馬都市整備部長

(5)クマの捕獲 原田環境農林水産部長

(6)警察官のウェア
ラブルカメラ導入

岩下警察本部長

(7)特殊詐欺対策等 岩下警察本部長

(8)ドクターヘリ 西野健康医療部長

３ セーフティネット
の構築

(1)性犯罪・性暴力
被害者支援

奥平危機管理監

(2)結婚支援 𠮷田福祉部長

(3)少子化対策 吉村知事

(4)乳幼児医療費
助成制度

𠮷田福祉部長

(5)ギャンブル依存症
対策 

西野健康医療部長

(6)介護人材の確保・
定着支援

𠮷田福祉部長

(7)ヤングケアラー
支援

𠮷田福祉部長

４ 教育の振興

(1)校内教育支援
ルーム

水野教育長

(2)学びの多様化学校 水野教育長

(3)府立学校の給食費
無償化

水野教育長

(4)府立学校の空調
設備

水野教育長

・ 警察庁におけるウェアラブルカメラモデル事業の導
入経緯と大阪府警察におけるウェアラブルカメラの導入
予定を問う。

・ 流域下水道管路の「全国特別重点調査」の進捗状況
を問う。

・ 地震時の電気火災防止のため、効果的な啓発活動が
必要と考えるが、どのように取り組んでいくかを問う。

・ クマから府民の命や財産を守るための取組を問う。

・ これまでの結婚支援の総括と、今年度実施している
少子化対策調査研究事業の調査内容を踏まえた今後の取
組を問う。

・ 介護に特化した日本語教育の強化など、外国人介護
人材の国家試験合格に向け、より踏み込んだ支援策を講
じるべきと考えるが、所見を問う。

・ 校内教育支援ルームの支援の充実について、所見を
問う。

・ 空調未整備の特別教室などへの空調設置に向けた現
在の検討状況と今後の進め方を問う。

・ 本年6月に開始した18歳以上のヤングケアラー向け相
談事業を踏まえ、今後どのような支援を展開していくか
を問う。

・ 災害関連死を防ぐため、避難所において「スフィア
基準」を満たした良好な生活環境の確保が重要と考える
が、所見を問う。

・ 学びの多様化学校の設置場所の考え方を問う。

・ 乳幼児医療費助成制度における所得制限の撤廃につ
いて、所見を問う。

・ 第３期大阪府ギャンブル等依存症対策推進計画にお
ける対策の具体的な充実内容と、特に課題とされる専門
人材の確保の取組を問う。

・ 特殊詐欺被害の現状と被害防止に向けた取組を問
う。

・ 今回の運航停止による府域の救急医療への影響とド
クターヘリの安定的な運航の確保に向けた取組を問う。

・ 府立学校の給食費を恒久的に無償化すべきと考える
が、所見を問う。

・ 若者・子育て世代の経済的不安の解消や共育ての促
進に向けてどのように取り組むべきと考えるか、所見を
問う。

・ ワンストップ支援センターの移転整備の進捗状況と
移転先での運営開始時期、及び多様な被害者がいつでも
相談できる持続可能な支援体制の構築状況を問う。
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(5)教職員からの
児童生徒への性加害
等の未然防止

水野教育長

(6)就学支援金制度
拡充に伴う財源

水野教育長

５ 大阪の成長

(1)大阪スマート
シティ戦略Ver3.0

市瀬スマートシティ戦略
部長

(2)おおさか男女共同
参画プラン

松阪府民文化部長

(3)ワイヤレス給電
技術

原田環境農林水産部長

(4)技術職の人材確保 市道総務部長

(5)府有地の活用 金森財務部長

(6)大阪都市魅力創造
戦略

松阪府民文化部長

・ おおさか男女共同参画プラン（2026-2030）の方向性
を問う。

・ 市町村のDX推進に対する思いと、今後のスマートシ
ティ戦略において、市町村全体のデジタル化の底上げを
どのように図っていくかを問う。

・ 現在も性加害・性暴力等による事案が発生している
ことへの認識と今後の取組を問う。

・ 国の就学支援金制度の拡充に伴い生じた不用額の確
定時期と処理方法を問う。

・ 「大阪都市魅力創造戦略2030（仮称）」の策定にお
いては「持続可能な観光」の観点や市町村との連携も踏
まえた検討が必要と考えるが、策定に向けた考え方を問
う。

・ 電気自動車への走行中をはじめとするワイヤレス給
電技術を社会実装するための取組を問う。

・ 府有地の今後の活用方針について、所見を問う。

・ 都道府県と市町村の職員採用試験の共同実施につい
て、所見を問う。
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